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会 議 録 （要約版） 
 

会 議 の 名 称 令和５年度 第１回弘前市上下水道事業経営審議会 
開 催 年 月 日 令和５年６月５日（月） 
開始・終了時刻 午前１０時００分 から 午前１１時３５分 まで 
開 催 場 所 弘前市役所岩木庁舎２階 多目的ホール 
議 長 の 氏 名 弘前大学人文社会科学部長  飯島 裕胤 

出 席 者 
会長 飯島 裕胤 委員 菊池 正道 委員 佐々木 公一 
委員 
委員 

青木 智美 
藤田 礼美 

委員 
委員 

山内 正治 
引間 由実子 

委員 鶴ヶ谷 和子 
 

欠 席 者 委員 齊藤 嘉春     

上下水道部職員

の出席者 

上下水道部長 小野 敦弘 総務課長 中村 洋幸 
工務課長 千葉 裕朗 上水道施設課長 京野 直文 
下水道施設課長 福士 一之 総務課長補佐 佐藤久美子 
営業課長補佐 中村 徹 工務課長補佐 田沢 司 
工務課長補佐 奈良岡 健 上水道施設課長補佐 三上 博英 
 

下水道施設課長補佐 

総務課主幹 

兼経理係長 

 
高松 誠 
 
八木橋達雄 

営業課総括主幹 

兼営業係長 

工務課主幹 

兼上水道建設係長 

 
廣田 恒央 
 
小山内 明 

工務課主幹 

兼浄水場整備係長 
 
鳴海 計哉 

工務課主幹 

兼下水道建設係長 

 
吉川 健志 

総務課総務契約係長 

下水道施設課 

施設管理係長    

齊藤 智子 
 
乳井 浩 

総務課企画係長 
下水道施設課 

下水管路維持係長 

佐々木真樹子 

 
齋藤 亨 

総務課総括主査 長尾 剛   

会 議 の 議 題 

・委嘱状交付、組織会 
【報告事項】 
・水道料金及び下水道使用料 見直しスケジュールについて 
・弘前市下水道事業アセットマネジメント概要 

会議資料の名称 
資料１ 水道料金及び下水道使用料 見直しスケジュールについて 
資料２ 弘前市下水道事業アセットマネジメント概要（案） 

会議内容 
（発言者、 
発言内容、 
審議経過、 
結論等） 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ 委員紹介 

４ 市長挨拶（出﨑副市長代読） 

５ 上下水道部職員紹介 

６ 会議 

（１）会長選出及び会長職務代理者指名 

   進行は仮議長（山内正治委員） 

（案） 
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   委員の互選により、飯島裕胤委員を会長に決定。 
   齊藤嘉春委員を会長職務代理者として会長が指名。 
 

（２）報告 

・水道料金及び下水道使用料 見直しスケジュールについて 

※資料 1 を基に、総務課より説明。 

  ・弘前市下水道事業アセットマネジメント概要 

※資料２を基に、総務課より説明。 

 

進行は議長（飯島会長） 

各委員との質疑応答等は以下のとおり。 

 

 

水道料金及び下水道使用料 見直しスケジュールについて 

 

青木委員 

  料金の見直しのスケジュールについてお聞きしたいのですが、青色

の部分はすでに作業が終わっているということなのですが、実際に新

料金が開始されるまでの間に想定外のことが起きたり、作業の見直し

が必要になったりする可能性があるかと思うのですが、すでに決定し

ていることを段階的に見直すという作業が、令和７年までの間に盛り

込まれるのか、それともすでに決まってしまったことは、それを前提

に料金改定が進められるのか教えてください。 

 

総務課長 

  これから改定に向けて、すでに決定したものは既定のまま行くのか

ということだと思いますが、今のスケジュールでは、来年の９月議会

へ諮る予定で作業を進めているところです。議案として提出した後は

中身を変えるというのは非常に難しいですが、それまでは、特に今年

度の間はいろいろ皆さんからご意見を伺う機会もありますし、その途

中、パブリックコメントも予定しております。その過程の中であれば、

一度、案としてお示ししたあとであっても、皆さんのご意見を聞きな

がら、状況の変化に応じて対応するということも十分考えられますの

で、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

鶴ヶ谷委員 

  下水道の工事の進捗率はどのくらいになっているのか。何年度まで

に完了する計画になっているのでしょうか。 

 

工務課長 

下水道の普及率は 97.66％、およそ 98％です。現在は、新設の工事
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よりも維持管理の工事がメインとなってございます。地震があっても

壊れないような管にする工事です。耐震化率というものがありまし

て、全体延長のうち、耐震管へどのくらい更新しているかという率が

34.4％。管路全体でいうと 1,001.5 キロメートル、約 1,000 キロメー

トルですが、そのぐらい管路の延長が市内にございます。そのうち、

耐用年数超過、下水道の管はこのくらいなら地震とか起きても耐えら

れますよという年数を超過している管が 37,907 メートルありまし

て、管路全体としては、老朽化率は 3.79％、その中には小規模の農業

集落排水、郊外の方の管路も含まれているのですが、だいたい市街地

にある管だけで計算しますと、4.82％です。耐震化は費用もかかりま

すし、あまり進んでいないということになっております。 

 

鶴ヶ谷委員 

  では、老朽化によって、今後もそのような工事はますますやってい

かなければだめなのですが、下水道の工事が完全でも、果たしてこれ

を使っている人が少なくなっている。空き家や高齢者世帯があれば、

いくら工事が進んでいても、それらのことに関しての広報活動をやら

れる計画はしているのですか。下水道の工事が完了しているので、衛

生的にもよい下水道を使用してくださいと。そうしなければ下水道の

収入は上がらないし、そういうのがだんだん使用料の値上げにも繋が

ってくるのではないかと思います。 

 

営業課長補佐 

  下水道の水洗化率ですが、令和４年 12 月末現在で、弘前市では

91.6％です。下水道につないでいない人が 8.4％という状態です。広

報活動として、新たに処理開始をする地域の方には資料を個別に郵送

します。また、市のホームページや広報紙で下水道の接続に関するお

知らせも載せております。そのほかに、処理開始済で未接続の方には

数年に 1回ですが個別に訪問し接続を促進する活動もしております。

これはできるだけ面談して、下水道について説明し、つないでくださ

いという広報活動をしています。 

 

引間委員 

  個別に訪問して、下水道につないでくださいねということで、いろ

いろやってくださっているということなのですが、実際にその中で、

つながない方はいらっしゃるのですか。その理由も教えていただけま

すでしょうか。 

 

営業課長補佐 

  つながない方はいらっしゃいまして、金銭面の事情や、高齢者世帯

ということで、つなげないという方はいらっしゃいます。 
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飯島会長 

  ＰＲについては今後もよろしくお願いします。一層広げていくこと

も必要かもしれません。 

 

 

 弘前市下水道事業アセットマネジメント概要 

 

藤田委員 

  事故が起きる可能性が高い施設から優先的に改築するというお話

でしたけれども、例えばどのような災害があった場合に事故が発生す

るものなのでしょうか。昨年の８月の大雨の災害のときにはそのよう

な事故が発生したのでしょうか、また東日本大震災のときも何か発生

したのでしょうか。 

 

企画係長 

  管路に関しては、処理場まで下水を処理できるということが必要に

なってきますので、そういった管路というのは優先順位が高いと評価

しています。処理場までの主要な管路と、実際に口径が大きい管路と

いうのは重要であり、優先順位が高いということになっております。 

 

下水道施設課長 

  事故というのは、まず、下水道施設ですね、大きく、下水道管と処

理施設と大きく２つに分類されます。下水道の管に関しては、道路陥

没が一番事故になる確率の高い事象です。令和２～４年で、だいたい

市内では平均３４件の苦情、要望があり、発見されています。いずれ

も重大事故にはつながっていませんが、その都度、職員が現場に出向

いて確認して、陥没の原因が何か、マンホールの蓋からカメラを入れ

て中の状況を確認して、下水管に穴が開いて、道路の砂や砕石が下水

管に流れ出して陥没ができたということであれば、すぐに掘って復旧

しております。 

そして、処理施設、汚水をきれいな水に浄化する施設についてはや

はり先ほども委員の方から、東北の震災や大雨のお話がありましたけ

れども、その際に、何が一番の重大事故になるかといいますと、地震

によって施設そのものが倒壊してしまう。また、大水であれば、一番

雨のときに困るのは、電源です。処理する施設には電気が必要です。

処理するための機械やポンプはすべて電気で稼働していますが、それ

がストップしてしまうのが、私ども管理をしている立場からいいます

と一番重大だと考えております。その辺を考えまして、来年度から処

理施設の耐震・耐水化事業を進めたいと考えております。 

ただ直すのではなくて、費用が掛からないように、長寿命化できる
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ような施設に生まれ変われるように考えております。 

 

引間委員 

  実際にこういった様々な課題があることをどのくらい市民に伝え

ているのかということを教えていただきたいと思います。先日の土曜

日にヒロロで水道週間のイベントがあって、行ってみたのですが、そ

こで、こういった情報を見た気がしなかったので、質問させていただ

きます。 

 

総務課長 

  どういうことにお金がかかっているのか、管の状況についても、こ

れまで十分な広報はしてこなかったので、実際管の中の状況や、なん

のために管の更生をやっているかなどの発信を考えていきたいと思

います。 

 

引間委員 

  私たちにとって水は本当に当たり前に生活にあるものですが、こう

いう課題があることやこんなに老朽化していることなどは知らない

ので、たぶん知るといろんなことを考えるきっかけにもなると思いま

すので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 

佐々木委員 

将来の需要予想で、こんなにも右肩下がりで下水道使用料の収入が

減るのだなということに驚いていました。この使用料収入を見ます

と、令和３年で 30 億切るくらいの使用料収入とありますけれども、

前の資料、「水道料金及び下水道使用料見直しスケジュールについて」

の下水道事業会計の純利益の推移のところで、3年度決算を見ますと、

事業収益が 52 億となって、下水道の事業収益はほとんどが使用料で

はないかと勝手に思っていたのですが、事業収益が 52 億円で使用料

収入が 30 億となると、残りの 20 億は何の収入なのかと思いまして。

そこのところを教えていただければと思います。 

 

経理係長 

  主なものは、一般会計からの繰り入れです。総務省で定めた一般会

計の繰入金というものがありまして、雨水処理は公費負担、汚水処理

は私費負担、つまり使用者からお金をいただくという原則がありまし

て、雨水処理については、総務省が定めた一般会計の繰入基準に基づ

いて一般会計から、下水道会計に繰り入れをしているものを収入とし

て扱っております。 
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佐々木委員 

そちらの収入は、使用料のように極端に右肩下がりになるというも

のでもないということでしょうか。雨水処理といえば、雨の量がそん

なに減るわけではないと思われますが。 

 

経理係長 

  減少すると見込んでいます。雨水処理だけではなくて、下水処理場

の維持管理の費用も含めてですので、維持管理に係る経費が減少すれ

ば、必然的に一般会計からの繰入金も減少することとなります。 

 

佐々木委員 

  長期的な改築事業シナリオと財政シミュレーションの概要を見る

と、このシミュレーションの結果を見れば、やはり値上げなど無しで

はなかなか厳しいのかなという感じで見ておりました。12頁と13頁、

両方シミュレーションが付いていましたけれども、12 頁は値上げを

一度にやればこうなるというもので、13 頁は段階的に令和７年から

３年ごとの見直しで 17 年以降５年ごとに少しずつ上げたときはこう

なるというものだと思うのですが、一度に上げた場合でも、令和 17

年以降は何回か段階的に上げるというふうに見受けられますが、そう

いう理解でよろしいでしょうか。 

 

企画係長 

一度に使用料を見直ししたとしても、長期的には５年程度で見直し

をかけていかないと経営が成り立たないというシミュレーションに

なっております。 

 

菊池委員 

  下水道の問題は全国的に見てもどこの自治体も共通の課題をもっ

ているのかなと思っています。その中でも、上下水道に関して、弘前

が特別に抱える課題として特筆すべきものはどういうところがある

のでしょうか。 

 

下水道施設課長 

  弘前特有の課題というのはあまりないと思います。全国的にどこの

自治体も同じだと思います。課題として私たちが考えているのは２つ

あります。 

１つは今後における下水処理と施設の在り方の方向性の見極めで

す。まず、人口減ということなので、今までどおりの方法で、今まで

どおりの施設で下水道事業を継続するというのは違うかなというふ

うに考えています。そして、下水処理の在り方については、人口減が

ありますので、その方向性を考えまして、広域化や共同化による施設
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の統廃合、または一部既存のストックの最適化をして、これによって

処理場を統廃合したり、あるいは農業集落排水の公共下水道への接

続。そのほか、住んでいる人が少なくなっているのであれば、処理区

域を狭めてもよいのではないかというのも１つの考え方であると思

います。一部の地域では、処理施設ではなく、毎戸に合併浄化槽で集

団の処理方法から、個別の処理方法にしていくことで、維持管理コス

トを下げたりするのも１つの選択だと思っております。施設の必要性

については、地域の実情にあった下水道の選択をしていきたいと考え

ています。また、施設の在り方なのですが、先ほどもお話しましたが、

昨今、激甚化、頻発化する災害が続いています。県や国からも強靭な

下水道というものを構築する必要があると指導されていますので、そ

ういう災害対策です。そういう災害対策に速やかに取り組んでいきた

いと考えております。 

２つ目は、老朽化は止められませんので、改築する費用、財源を確

保するということが大きい課題だと考えています。市の下水道使用料

が減っていますので、いわゆる財源は国庫補助金などを活用して財源

を獲得して改築費用を捻出してアセットマネジメントの計画を実行

していきたいと思います。まずは財源と施設の在り方、処理方法の在

り方が大事だと考えております。 

 

菊池委員 

  弘前において特別な課題はないとのことでしたが、全国の自治体が

共通した課題を抱えているのであれば、なおさら、情報共有といいま

すか、県レベル、国レベルでの協議というものも必要になってくるの

かなと思います。もちろん、弘前市でも、こういうふうにマネジメン

トを作って検討するのもそうですが、それ以外の自治体の取り組み、

先進事例などを参考にする必要があるのではないかと思いました。 

 

青木委員 

  ご説明を伺って、予算に限りがある中で、リスクの高いところに事

業を集中させなければいけないこととか、経営の効率化を図らなけれ

ばいけないということがよくわかりました。効率化を図るという意味

で、一つの方策が、９頁の管路施設の改築工法に「管渠更生工法」を 

取り入れるということですが、この管渠更生工法はそれを取り入れる

ことによって、耐用年数がどのくらい増えるのか。そして、もう１つ、

弘前市の場合はコンクリート管が特に年代が古い工事に使われてい

るようなのですが、コンクリート管であっても、塩ビ管であっても、

この手法が有効なのかどうか。お聞きしたいです。 

 

工務課長補佐 

  管渠更生につきましては、コンクリート管の内面に新たに管を構築
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していくという工法を取り入れています。塩ビ管に関してはまだこの

ような工法がなく、開発されていないので、塩ビ管の更生は対象の施

設としてとらえていません。コンクリート管の中に新たに管を構築し

た場合は、塩ビ管と同じ耐用年数になりまして、国の方では、だいた

い 50 年程度である指標を公表しています。 

 

飯島会長 

  コーティングというのは何ミリぐらいでしょうか。 

 

工務課長補佐 

  コーティングの厚さは管の大きさによって変わってきます。80 セ

ンチメートルの管の場合、２センチメートルくらい入るので、76 セ

ンチメートルくらいに小さくはなります。小さくはなるのですが、コ

ンクリートの摩擦と、内面にプラスチックをかけたときの摩擦は、プ

ラスチックの方が流れやすくなるので、断面は小さくなりますが、流

れる量は少し多くなります。 

 

飯島会長 

  そういうのは関心を持たれるかはわからないですが、ＰＲの際に興

味を持たれるかもしれないですね。 

 

工務課長補佐 

  全国的に今こういう工法が流行していて、デモカーなどがどんどん

ＰＲとして使われているので、水道週間や下水道をＰＲする場面で少

しずつでも紹介していけたらと思います。 

 

飯島会長 

  雨水の場合は、別の管で別の処理をされているという理解でよろし

いでしょうか。これを聞く理由というのが、３，４年前に駅前地区が

水浸しになったことがありまして、たぶん雨水の処理が追い付かなく

てということだと思うのですが、あの後、頻発はしていないので良い

のかなと思う反面、温暖化によって、かなりゲリラ豪雨も懸念されま

すので、雨水処理と汚水処理がどうなっているのかなということをお

聞きしたいと思います。 

 

下水道施設課長 

  弘前の場合は雨水も汚水も一部同じ管で処理しております。単独の

公共下水道についてはですね。それ以外は、雨水は道路側溝や河川に

入っていく方式になっています。汚水は汚水だけ運ぶ管で下水処理場

まで運ばれています。 
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工務課長補佐 

  補足として、駅前地区に関しましては、雨水と汚水を両方流す管で

整備されている区域が主になっています。その影響で雨水が邪魔をし

て溢れるという状況があります。そこを解消するために、いわゆる常

習地帯で調査し、溢れそうになれば、違うバイパス管ルートも流れる

という工事をやってみました。そのおかげで 1箇所だけですが、溢れ

てしまう状況が改善されたところがあります。 

 

飯島会長 

  こちらもぜひＰＲしていただければと思います。やはり下水が溢れ

るのはきれいな街ではないと思います。それは絶対にないようにした

いということを皆様にやっていただいていますので、ぜひＰＲしてい

ただければと思います。 

 

７ 閉会 

 

その他の事項 
・会議は公開。 

・報道機関取材は２社。 
 


